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首里城復元へ　「首里城復元に向けた技術検討委員会」を開催！
首里城復興モデルコース

令和２年度沖縄振興予算（案）
沖縄の自立的発展、県民の暮らしの向上を目指し、3,010億円を計上

第８回ものづくり日本大賞（優秀賞）
ミヤギパッケージより５名受賞

～省エネで経営力アップ～ Vol.4 製造業編

社会科やマーケティング科目に｢独占禁止法教室｣を取り入れてみませんか！
～出前授業～

「財務専門官」の魅力発信中！～試験申込期間（3月27日- 4月8日）～

地域社会のニーズへの対応と収益確保～行政財産の積極的な活用～

琉球大学における特別講義の開催～日本の財政の現状と課題～

船員の特定最低賃金が改正されます～二業種とも1,100円引き上げ～

安全な車社会のために（街頭検査について）

農林高等学校等における就農・就業に向けた講演会を開催しました

「ビジネス視点でSDGsアクション」始めてみませんか？

沖縄の地域資源を活かした商品開発支援の取組について

表面処理技術の定着に向けて

やんばるの森ビジターセンター  グランドオープン
衛藤大臣の沖縄訪問
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　令和元年10月の火災により焼失した、首里城正殿等の復元のための計画策定に向け、令和元年11月に「首里
城の復元のための関係閣僚会議（議長：内閣官房長官）」が立ち上げられました。12月11日には、第3回の同会議
において「首里城復元に向けた基本的な方針」が決定されました。これを受けて沖縄総合事務局では、「首里城復
元に向けた技術検討委員会」を設置、12月27日に第1回委員会を開催致しました。

　令和元年10月の火災により焼失した、首里城正殿等の復元のための計画策定に向け、令和元年11月に「首里
城の復元のための関係閣僚会議（議長：内閣官房長官）」が立ち上げられました。12月11日には、第3回の同会議
において「首里城復元に向けた基本的な方針」が決定されました。これを受けて沖縄総合事務局では、「首里城復
元に向けた技術検討委員会」を設置、12月27日に第1回委員会を開催致しました。

「首里城復元に向けた技術検討委員会」を開催！
首里城復元へ

　首里城復元に向けた技術検討委員会は、高良倉吉琉球大学名誉教授を委員長とし、歴史・文化、文化財、建築
物、彩色、防火対策、公園・観光の各方面分野の有識者を委員、各関係省庁を協力委員として設置しています。
　今回開催された、第1回委員会では、前回復元時の基本的考え方を踏襲することを確認し、また、防火対策、材
料調達の考え方等を議論し、さらに3つのWG（防災WG、木材・瓦類WG、彩色・彫刻WG）の設置を確認しまし
た。年度内に「首里城正殿等の復元工程表策定に向けた技術的検討に関する報告（仮称）」をとりまとめる予定で
す。
　　　　
　上記の委員会やWGの開催、沖縄県や関係省庁との調整業務に対応する必要があることから、首里城正殿等
の復元及び整備に係る事業の推進体制を強化するため、令和2年1月1日付けをもって、沖縄総合事務局に首里
城復元整備推進室を設置しました。緊急増員された5名を含む、計14名の体制で、1日も早い首里城の復元に取
り組んで参ります。
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り組んで参ります。
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首里城正殿等　火災状況

首里城　正殿（平成4年復元時）

令和元年度　第1回首里城復元に向けた技術検討委員会
（令和元年12月27日）


